
◎「私を育てたあの時代、あの出会い」で、小谷野茂美先生
の「生徒の全ては分からない。だからこそ心に寄り添いた
い」という言葉が心に残りました。共感と共に、改めて丁
寧に生徒の心と向き合う大切さを確認する機会になりま
した。

◎特集で秋田喜代美教授が言われていた「４つの力」と「指
導と評価の一体化を実現させる３つの視点」が参考になり
ました。特に、３つの視点は、概念の理解だけでなく、具体
的な方法を明示されていたので、分かりやすく、本校にも
取り入れてみようという気持ちになりました。

◎朝倉市立十文字中学校の実施している「文中式ノート検
定」が印象に残りました。多くの生徒にとって、ノートは
教師の板書をそのまま写すだけのものになっているので、
学んだ内容を自分の言葉でまとめ直す取り組みは、思考が
整理され、定着度も高まると思います。また、「教科担任が
どのように授業を構成し、指導しているのかは生徒のノー
トを見ればよく分かります」という言葉にも同感で、ノート
を見ることは教師にとって自分の授業を振り返るよいきっ
かけとなると感じました。

◎宮代町立前原中学校の取り組みを読み、頭の中がすっき
りしました。理科において、電流の配線図を描かせるだけ
では技能・表現の評価にしかならないが、電流の配線をつ
なぐ順番やその理由を書かせれば、思考過程に踏み込んだ
評価となるというワークシートの工夫は、評価方法を理解
する上で、具体的で分かりやすかったです。

◎長岡市立東中学校の「多くの生徒は、問題を形式的に捉
えているだけで理屈が分かっていないため、言葉で説明で
きません」という課題意識に共感しました。また、「理解に
至るまでの過程を自分の言葉で説明できる力を付けさせ
る」ために、学期に１回の口述試験を実施する取り組みも
とても参考になりました。

◎新連載の「ミドルリ－ダーの挑戦」で、横林慎也先生の研
究主任を自分を高めるチャンスとして大役にチャレンジ
しようとする姿勢に、一生懸命やってみようという前向き
な気持ちとエネルギーを感じました。そうした先生には
生徒もついていくだろうし、周りの先生方も一緒にやろう
という気持ちになるのではと思いました。

2012 Vol.1特集「『思考力・判断力・表現力』を評価し、育む」へのご意見

グローバル化、低成長に加え、日本はかつて経験したことのない人口減少を迎えます。
そうした時代を生きる生徒にどのような進路選択の力を身に付けさせるべきか。今回
の特集で多くの先生にご意見をいただく中で見えてきたのは「選択した進路を前向き
に捉え、進路を自分にとっての『正解』に近づけていくたくましさ」でした。『VIEW21』
はこれからも先生方と共に半歩未来を見据えた特集を提案していきます。（佐藤）

編集後記
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◎お問い合わせ先

このコーナーでは、編集部に寄せられた読者の先生方からのご意見をご紹介します。
＊『VIEW21』中学版のバックナンバーは「Benesse教育研究開発センター」ウェブサイト（http://benesse.jp/berd/）
でご覧いただけます。

ＶＩＥＷ21編集部
〒206-8686
東京都多摩市落合1-34
電話　042-311-3391

子どもたちのためにできること
教育情報誌『VIEW21』が発刊当初から
変わらず貫き続けている思いです。

日本の学校教育は先生方の「熱意」が支えている。
だからこそ、我々も全力で

先生方に役立つ情報を発信することにこだわりたい。
『VIEW21』は、これからも

全国の先生方と共に子どもたちの未来を見つめ、
今と未来を結ぶ教育を提案していきます。

未来を生きる

『VIEW21』編集部

ベネッセコーポレーションでは、震災や事故などによりご両親を亡くされた日本全国のお
子さまに、無償で教材をお届けする「ベネッセ　通信教育奨学制度」を２０１１年に新
設いたしました。お子さまの高校卒業までの家庭学習を、〈ベネッセの通信教育サービス〉
が全面的に支援してまいります。貴校や周囲にご両親を亡くされたお子さまがいらっしゃ
いましたら、本制度をお知らせいただけますと幸いです。

のご案内 ◎詳しいご案内は下記サイトをご確認ください
http://www.benesse.co.jp/mirai/shogaku/

◎お問い合わせは講座の電話窓口までお願いします
進研ゼミ中学講座　0120-929-100（通話料無料）
＊一部のＩＰ電話からは042-679-8565へおかけください（通話料
がかかります）
＊受付時間10:00 ～ 21:00 （日曜・祝日・年末年始を除く）

ご両親を亡くされた
お子さま対象

読 者 の ペ ー ジ

［岐阜県／Ｎ中学校／H・R］

［宮城県／Ｋ中学校／Ｓ・Ｙ］

［島根県／Ｋ中学校／Ｔ・Ｙ］

［兵庫県／Ｃ中学校／Ｋ・Ｈ］

［滋賀県／Ｎ中学校／Y・Ｈ］

［北海道／Ｓ中学校／Ｎ・M］
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